
平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
提
出

質

問

第

一

〇

四

号

介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
報
酬
の
改
定
に
よ
る
介
護
・
障
害
福
祉
職
員
の
賃
金
引
上
げ
の
担
保
に
関
す
る
再
質
問

主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
報
酬
の
改
定
に
よ
る
介
護
・
障
害
福
祉
職
員
の
賃
金
引
上
げ
の
担
保
に
関
す
る
再
質
問

主
意
書

平
成
二
十
七
年
二
月
十
三
日
付
で
「
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
報
酬
の
改
定
に
よ
る
介
護
・
障
害
福
祉
職
員
の
賃
金
引
上
げ
の

担
保
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
以
下
、
「
本
件
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
受
領
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
衆
議
院
予

算
委
員
会
で
の
安
倍
総
理
の
答
弁
と
の
矛
盾
と
見
受
け
ら
れ
る
個
所
、
回
答
が
不
十
分
な
個
所
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
し
ま
す
。

一

安
倍
総
理
は
、
本
年
一
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
介
護
職
員
や
障
害
福
祉
職
員
の
月
給
に
つ
い
て
、
「
間

違
い
な
く
そ
れ
は
一
万
二
千
円
上
が
っ
て
い
く
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
件
答
弁
書
で
は
、
「
個
々
の
介
護
職

員
等
に
対
す
る
具
体
的
な
処
遇
改
善
の
方
法
に
つ
い
て
は
事
業
者
が
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
全
て
の
介
護
職
員
等
の

賃
金
が
一
律
に
月
額
一
万
二
千
円
引
き
上
が
り
、
そ
の
年
収
が
十
四
万
四
千
円
引
き
上
が
る
仕
組
み
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ

て
お
り
、
「
間
違
い
な
く
そ
れ
は
一
万
二
千
円
上
が
っ
て
い
く
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
安
倍
総
理
の
衆
議
院

予
算
委
員
会
で
の
答
弁
は
間
違
い
で
す
か
。

二

本
件
答
弁
書
で
は
、
「
処
遇
改
善
加
算
に
つ
い
て
は
、
（
中
略
）
定
期
昇
給
等
を
含
め
た
賃
金
改
善
に
充
て
る
（
中
略
）

一



こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
総
理
は
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
答
弁
で
、
「
他

の
報
酬
と
は
別
枠
で
、
一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
千
円
相
当
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置
も
講
じ
て
い
る
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
定
期
昇
給
は
、
施
設
側
の
努
力
に
よ
り
、
処
遇
改
善
加
算
に
よ
る
「
一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
千
円
相
当
の
賃

金
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置
」
が
な
く
て
も
、
職
員
の
賃
金
を
上
げ
る
仕
組
み
で
す
。
安
倍
総
理
の
衆
議
院
予
算
委
員
会

で
の
答
弁
は
間
違
い
で
す
か
。

三

本
件
答
弁
書
で
は
、
「
処
遇
改
善
加
算
に
つ
い
て
は
、
（
中
略
）
当
該
賃
金
の
引
上
げ
に
伴
う
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負

担
等
の
増
加
に
も
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
件
答
弁
書
中
の
「
処
遇
改

善
加
算
に
よ
っ
て
事
業
者
が
得
た
額
を
原
資
」
が
、
「
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
等
の
増
加
」
に
充
て
ら
れ
れ
ば
、
そ
の

分
、
職
員
の
賃
金
に
充
て
ら
れ
る
分
が
少
な
く
な
り
、
「
一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
千
円
相
当
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
」
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
安
倍
総
理
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
答
弁
は
間
違
い
で
す
か
。

四

処
遇
改
善
加
算
に
よ
る
「
一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
千
円
相
当
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
」
こ
と
は
、
い
つ
ま
で
に
実
現
し

ま
す
か
。

五

処
遇
改
善
加
算
を
適
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
月
給
が
一
人
当
た
り
一
万
二
千
円
相
当
上
が
ら
な
か
っ
た
場
合
、
介
護

二



事
業
者
は
、
処
遇
改
善
加
算
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

六

処
遇
改
善
加
算
の
適
用
に
よ
る
、
一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
千
円
相
当
の
賃
金
の
引
上
げ
は
、
給
与
の
手
取
り
額
を
基
準

に
行
わ
れ
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
額
面
の
支
給
額
を
基
準
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

七

処
遇
改
善
加
算
の
適
用
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
千
円
相
当
の
賃
金
の
引
上
げ
に
つ
い
て
、
実
際
に
賃
金
が
上

が
っ
た
か
ど
う
か
を
、
今
後
い
つ
の
時
点
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
検
証
し
ま
す
か
。

八

処
遇
改
善
加
算
を
適
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
給
や
ボ
ー
ナ
ス
つ
ま
り
賞
与
を
下
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
す
か
。

九

処
遇
改
善
加
算
を
適
用
し
て
、
月
給
一
万
二
千
円
を
上
げ
た
代
わ
り
に
、
ボ
ー
ナ
ス
つ
ま
り
賞
与
を
下
げ
て
も
よ
い
の
で

す
か
。
ま
た
、
既
に
家
族
手
当
等
の
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
処
遇
改
善
加
算
の
適
用
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら

の
諸
手
当
を
廃
止
し
て
も
よ
い
の
で
す
か
。

十

処
遇
改
善
加
算
を
適
用
す
る
場
合
、
一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
千
円
相
当
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ボ
ー

ナ
ス
つ
ま
り
賞
与
な
ど
の
一
時
金
も
含
め
て
、
年
収
が
十
四
万
四
千
円
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

十
一

処
遇
改
善
加
算
を
適
用
し
て
得
ら
れ
た
資
金
を
す
べ
て
賃
上
げ
に
回
す
一
方
で
、
介
護
報
酬
が
今
回
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
基
本
給
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
す
か
。

三



十
二

今
年
四
月
以
降
、
介
護
事
業
者
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
基
本
給
を
下
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
か
。
も
し
許

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
す
か
。

十
三

一
人
ひ
と
り
の
介
護
職
員
の
賃
金
を
決
め
る
最
終
決
定
権
は
、
国
に
あ
る
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
介
護
事
業
者
に
あ
る

の
で
す
か
。

十
四

処
遇
改
善
加
算
を
適
用
す
る
場
合
、
一
人
ひ
と
り
の
介
護
職
員
の
賃
金
の
最
終
決
定
権
は
、
国
に
あ
る
の
で
す
か
、
介

護
事
業
者
に
あ
る
の
で
す
か
。

十
五

十
三
お
よ
び
十
四
に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の
介
護
職
員
の
賃
金
の
最
終
決
定
権
が
国
に
は
な
く
、
介
護
事
業
者
に
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
介
護
職
員
の
賃
金
を
月
一
万
二
千
円
上
げ
る
か
否
か
の
最
終
決
定
権
は
、
介
護
事
業
者
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
。
介
護
事
業
者
は
、
経
営
が
苦
し
け
れ
ば
、
介
護
職
員
の
月
給
を
一
万
二
千
円
上
げ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

十
六

処
遇
改
善
加
算
を
適
用
す
る
場
合
、
月
給
は
四
月
分
か
ら
上
が
る
の
か
、
五
月
分
か
ら
上
が
る
の
で
す
か
。

十
七

介
護
事
業
者
は
、
処
遇
改
善
加
算
の
適
用
に
よ
る
収
入
の
一
部
を
、
賃
上
げ
で
な
く
、
労
働
安
全
衛
生
対
策
の
充
実
や

業
務
省
力
化
対
策
な
ど
の
労
働
環
境
改
善
の
た
め
の
費
用
に
使
っ
て
も
よ
い
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
処
遇
改
善
加
算
に
よ
る

四



収
入
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
す
べ
て
賃
上
げ
に
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

十
八

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、
要
支
援
一
及
び
二
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
が
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
要
支
援
一
及
び
二
の
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
、
介
護
事
業
者
に
と
っ
て
は
赤
字
に
な
り

か
ね
な
く
な
っ
た
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
く
な
り
、
要
支
援
一
及
び
二
の
高
齢
者
が
希
望
し
て
も
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
う
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

十
九

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
要
支
援
一
を
対
象
と
す
る
報

酬
が
二
四
三
三
単
位
／
月
か
ら
一
八
一
二
単
位
／
月
に
、
要
支
援
二
を
対
象
と
す
る
報
酬
が
四
八
七
〇
単
位
／
月
か
ら
三
七

一
五
単
位
／
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
持
続
可
能
性
が
損
な
わ
れ
て
お
り
、
文
字
通
り

要
支
援
切
り
で
、
要
支
援
の
方
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

二
十

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
人
で
も
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
、
要
支
援
一
、
要
支
援
二
の
方
の
重
度
化
、
状
態
の
悪
化
が
進
行
す
る
可
能
性
は
な
い
で
す
か
。

二
十
一

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
要
支
援
一
を
対
象
と
す
る
報

酬
を
二
四
三
三
単
位
／
月
か
ら
一
八
一
二
単
位
／
月
に
、
要
支
援
二
を
対
象
と
す
る
報
酬
を
四
八
七
〇
単
位
／
月
か
ら
三
七

五



一
五
単
位
／
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
削
減
し
た
背
景
及
び
根
拠
を
示
し
て
下
さ
い
。

二
十
二

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
三
カ
月
ま
で
と
さ
れ
、
そ
の
後
生
活
行
為
向

上
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
移
行
す
る
も
の
の
、
六
カ
月
が
上
限
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
上
限
期
間
を
超
え
た
高
齢
者

は
、
何
処
で
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
で
す
か
。
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
引
き
続
き
利
用
で
き
な
け
れ
ば
、
症
状

が
悪
化
す
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

二
十
三

要
支
援
一
あ
る
い
は
要
支
援
二
の
方
を
対
象
と
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
報
酬
を
引
き
下
げ
た

こ
と
に
よ
り
、
要
支
援
の
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
持
続
可
能
性
が
損
な
わ
れ
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方

が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

二
十
四

今
回
の
介
護
報
酬
の
大
幅
引
下
げ
に
よ
り
、
四
月
か
ら
、
介
護
現
場
の
混
乱
や
、
サ
ー
ビ
ス
縮
小
に
よ
る
介
護
難
民

の
増
加
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
い
て
は
、
四
月
以
降
の
実
態
に
問
題
が
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
次
回
の
補

正
予
算
や
平
成
二
十
八
年
度
予
算
に
お
い
て
、
介
護
報
酬
の
引
上
げ
改
定
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

右
質
問
す
る
。

六


